
ヒューストン近郊の学校訪問。  

 

ＪＡＸＡと協働して学校訪問を実施した。ＪＡＸ

Ａが選抜した現職教員の授業実践を行なったほ

か、学校施設とその活用工夫についての学習をし

たほか、児童・生徒との交流をもった。 

 詳細を添付資料（４）に記載した。 

 

ＮＡＳＡで開催された Space Expoloration Educator Conference (SEEC)に参加 

 

 

ＮＡＳＡが主催する宇宙を教育に活用する学会・

研修に参加し、先進宇宙科学について学習した。

また、全米の教育者、教材開発会社、科学者、研

究者のほか、宇宙飛行士らと交流した。詳細は資

料（３）として用意した。 

 

写真左上：宇宙の教育活用のセッションの様子 

写真左中：研修修了証を示す島根大学の学生 

写真左下：サターンロケットの見学 

写真右下：アポロ宇宙計画の主任飛行管制官の

Gene Kranz（アポロ１３号まで）の講演後に握手

をする本学の松本准教授 

 

 

 



ＮＡＳＡ施設の見学・研修の様子（平成２３年度） 

 

宇宙飛行士訓練施設のうち、宇宙ステー

ション内の活動訓練施設を視察したほ

か、訓練士からの解説および教育利用に

ついての研修がおこなわれた。 

 

 

 

宇宙飛行士訓練施設では、実物大の国際

宇宙ステーション、およびそこで使用さ

れる機器類が設置されている。日本人宇

宙飛行士を始め、すべての宇宙飛行士が

ここで訓練を受けているほか、次世代宇

宙船のオリオンや CUPORA などの実機訓

練やソユーズ宇宙船の操縦訓練がおこ

なわれている施設において実物を用い

て学習できる。 

ＮＡＳＡヒューストン

で開発している地球外

惑星および衛星探査用

ロボットの開発チーム

から、開発の詳細やプ

ロセスについてうかが

うことができるほか、

教育利用をすすめるための教材および教育支援について

の案内を受けた。また、開発チームには大学３回生がイ

ンターンシップで参加しており、こうした学生と触れる

ことで、アメリカの大学教育とそこでの学生の主体的な

学習努力について、学生のみではなく、引率する教員も

考察する機会を得た。 

 



学校訪問の様子 

 

テキサス州ヒューストン市郊外、フリーポー

トにあるヴェラスコ学校区を訪問した。この

学校区は貧困地域にあり、家庭にさまざまな

問題をもった児童が多く通学している。予算

に多くの制限があるなかで、コンピューター

を積極的に活用した授業や、個々の児童・生

徒に配慮した指導がされており、各教員のモ

チベーションも高い学校である。 

 オンライン・ラーニングは、個々の児童・

生徒の学習進度に合わせたインタラクティブ

な学習プログラムが用意され、幼稚園の児童

からすでに取り組みが進められているようす

を見学した。また、図書館の利用促進を図る

とともに、蔵書管理のみではなく、それぞれ

の図書の内容の他、個々の児童・生徒の読書

量およびその質についてもコンピューターを

活用し評価・管理していた。 

 こうした評価と管理は、児童・生徒の現状

把握にとどまるものではなく、個々の児童・

生徒の主体的な学びと努力を評価することと

直結していた。学校生活の多くの場面で、児

童・生徒の向上心を効果的に奨励する仕組み

が工夫されていた。積極的な競争を奨励する

一方で、機会の平等を保証するほか、競争を

弱者排除につなげないための仕組みについて

もうかがうことができた。 

 特に再チャレンジの仕組みや、多様な競争

機会の提供による評価の多様性、障がいをも

った子どもへの学習支援など、評価の固定化

と単純化を否定する取り組みをみた。 

 さらに生活規範を学修させ、高いモチベー

ションを育むさまざまな工夫と、教育をめぐ

る理念とその実践へのアプローチの仕方につ

いて比較検討する素材と機会を得た。 

 

 

 



 

 

地元紙１面で報道された 



 


